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１．はじめに 

慢性的な交通渋滞解消，地球温暖化対策や地域居

住環境の改善は喫緊な課題である．また，道路交通

問題の解決に際して，社会的ジレンマの克服に向け

て，態度追従の交通計画から市民と行政がともに創

出する態度変容の交通計画への転換が求められてお

り，“生産・消費・廃棄の社会”のあり方から，

“持続可能な社会の実現”に向けて，意識の沿革と

生活様式や事業活動の態様の転換を図る必要がある．

さらに，環境を改善するという知識を学習するだけ

でなく，社会・生活・経済などの私たちの生活活動

のなかで環境を位置づけ，学校と地域が連携して行

動するなかで取り組みを実感するとともに，教育の

ための社会を次世代に継承し，子どもたちのしあわ

せを目的とした教育のための社会への転換を図る必

要がある． 

 

２．本研究の目的と概要 

 

（１）本研究の目的 

小学校高学年を対象に「交通問題」と「環境問 

 

題」を題材に学習課程と教材を作成し，小学校の授

業での導入可能性を検証することを目的とする． 

 

（２）本研究の概要 

 本研究は，平成１４年度からパイロットプロジェ

クトとして，小学校と協働して学習課程および教材

を検討し，実際に小学校の授業で取り組み，検証を

行った． 

平成１４年度は，和泉市立緑ヶ丘小学校において，

トラベル・フィードバックプログラム 1)2)3)4)を使用

して授業を「総合的な学習の時間」で実施した． 

 また，平成１５年度は，平成１４年度の授業実施

結果および課題を踏まえて，学習課程および教材を

改良して，和泉市立芦部小学校，豊中市立東泉丘小

学校で授業を実施した． 

なお，和泉市立緑ヶ丘小学校および和泉市立芦部

小学校では「総合的な学習の時間」，豊中市立東泉

丘小学校では「理科」の時間を活用した． 

 

３．トラベル・フィードバックプログラムの適用 

 

（１）学習課程と教材 

トラベル・フィードバックプログラムは，次の３

段階の基本プロセスに基づいて実施する． 

 

・人の交通行動を調べ 

・その記録に基づいて，一人一人の個別の有用な

情報を作成し， 

・その情報を一人一人にフィードバックする． 

学習課程で使用する教材については，小学校と協

働して子どもたちが使用するワークシートを作成し，

環境問題の現状と原因を説明した資料（副読本）を

作成した． 
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表１ 平成１４年度の学習課程内容 

校時 授業内容

1～4 交通環境問題の現状と原因の理解

5～14
交通ダイアリーの記入
交通行動に占めるＣＯ２排出量の計算

15～20
社会見学を事例とした削減方法の検討
個人票による削減方法の検討

21～24
交通行動を省みて，ＣＯ２削減方法の
検討
診断カルテの作成

25～26 行動プランの作成

27～28 ＣＯ２削減努力の評価

29 行動持続方法の検討

30～33
準備
発表  

 

（２）授業への適用結果 

平成１４年１０月から平成１５年２月までの間，

「かしこいクルマの使い方」プログラムを実施した． 

子どもたちが，日常の交通を対象として“かしこ

いクルマの使い方”を実践してCO2排出量を削減し

ようという努力を行った． 

その努力の結果を，｢交通ダイヤリー調査｣(学習

の事前 /事後で調査した)に基づいて確認したところ，

CO2 排出量が増えた人よりも減った人のほうが多

く，取り組んだ５年生全員で CO2 削減効果があっ

た． 

学習の事前事後の比較では，事前に比べ CO2 は

16％減少し，CO2 排出量は一人あたり約 11Kg/１週

間減少した． 

また，一人あたりの CO2 排出量の減少をペットボ

トルや吸収する森林面積に置き換えると次のとおり

である． 

・ペットボトル(2㍑大)：2,750本の体積に等しい 

・CO2を吸収する森林面積：5m2

・お風呂を沸かす回数：39回分 

 

（３）問題点 

平成１４年度の取り組みは，半年間という長期間

であったため，非常に量的にも質的にも内容が多い

ものであった． 

平成１４年度に実施した適用結果の問題点は次の

とおりである． 

 

ａ）学習課程 

同一作業の繰り返しは，子どもたちに飽きられ，

計算量が多く，時間を多く費やす結果となった． 

学校と保護者など地域コミュニティとの協働体制

が重要であり，保護者への協力依頼は欠かせないも

のであるが，学習課程を進める上で，保護者への負

担量が大きい面があった． 

ｂ）教材 

副読本の利用方法について，授業内で子どもたち

に考える力を養うことを目的としているときに，副

読本がその障害となることもあった． 

ワークシートは，無機質なゆえに子どもたちの反

応はよくなかった．小学校で採用している漢字ドリ

ルや算数ドリルなどを参考に再考しなければならな

い．また，１回または１コマの授業で１枚を仕上げ

ることができるように工夫することも必要であるこ

とがわかった． 

 

４．交通・環境学習プログラムの適用 

 

（１）学習課程と教材 

平成１４年度の問題点を踏まえ，平成１５年度は，

「交通」と「環境」というフィールドで，「子ども

たちが興味を持って取り組める」という前提のもと

に，次の要件を考慮して教材や学習課程の開発を行

う． 

・身近な題材を取り上げる 

・体験活動を重視する 

・できるだけ家庭や地域との連携を図る 

また，標準的には，ステップ１：課題発見型プロ

グラム，ステップ２：実践型プログラムの２つのス

テップで構成し，各ステップを１ヶ月以内で完結す

るような学習課程として，ステップ１からステップ

２にかけて子どもたちの興味に応じて主体的に取り

組めるようにする(図１)． 



ステップ１：課題発見型プログラム

ステップ2：実践型プログラム

体験を通して興味・関心を高める活動
(動機付け)

課題を見つけ、対応行動を考える活動
(課題発見)

実際に調べ、追及する活動
(実践行動)

整理して考え、判断し、表現する活動
(公開報告会)

 

図１ 学習課程の概要 

各ステップから 1 つの学習課程を選択する．しか

し，ステップ 2については，子どもたちの興味に応

じた学習課程を取り入れることとした． 

①ステップ 1（課題発見型プログラム） 

体験活動を通して，興味・関心を高める活動を行

う学習課程を構成し，その体験を通して課題を見つ

け，自分たちがどう対応行動をすればよいか考える． 

＜課題発見・動機付けテーマ＞ 

・校区内の空気を調べよう 

②ステップ 2（実践型プログラム） 

自分たちで考えた対応行動について，実際に調べ，

追及し，実践して，自分たちの行動の影響を実感し

て評価する． 

 ＜実践型プログラムのテーマ＞ 

・ふだんの交通を工夫しよう 

 ・かしこいクルマの使い方 

 ・家庭の電気やガスの使い方を工夫しよう 

 ・電車やバスを使ってみよう 

 

教材の検討の視点としては，次のとおりである． 

■子どもたちや保護者の負担の軽減 

子どもたちが授業などで行う計算の作業を無く

し，家庭での作業も原則として廃止し，コミュニ

ケーション程度にとどめることとする． 

 

■ワークシートの工夫 

ワークシートの積み重ねによってドキュメント

化とし，複雑なワークシートを避け，単純なワー

クシートを作成し，子どもたちが学習したことや

感想などを書き込めるようにする． 

表２ 平成１５年度の学習課程内容 

校時 授業内容

空気についての学習

まちの空気の予測

2,3 測定地点の検討（実験計画）

4 空気（Noｘ）を測定

5 測定結果の取りまとめ

6 自分でできる実践計画の検討

実践計画の実行（1週間）

CO2削減努力の評価

ス
テ
ッ

プ
1

課
題
発
見
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

ス
テ
ッ
プ
2

実
践
プ
ロ
グ

ラ
ム

1

 
 

（２）授業への適用結果 

「交通・環境学習プログラム」の学習課程と教材

を改良したものを和泉市立芦部小学校，豊中市立東

泉丘小学校で授業を実施した． 

学習課程と教材の改良に着目した適用結果は次の

とおりである． 

小学校との協働で学習課程と教材を開発したため，

実践的で子どもたちにとっても使いやすい教材であ

ることが分かった． 

この取組みをすることによって，自らの行動を省

みることができ，自身の新たな変化を確認すること

など，“良かった”という評価が数多く出された．

一方で，子どもたちが自ら実践したことで，その取

組みに対する問題意識も提示され，交通や環境に配

慮するという意識が達成されたものと考えられる． 

さらには，「色々な人に広めたい」という姿勢など，

取組みの提案もされることとなった． 

また，課題発見型プログラムでは，校外活動時に

保護者の協力をいただき，充分対応できることがわ

かった．さらに，実践型プログラムでも，家庭での

取り組みに協働していただけることがわかった． 

 

（３）問題点 

平成１５年度に実施した適用結果の問題点は次の

とおりである． 



ａ）学習課程 

校外活動時に，想定していた授業時間がいくぶん

不足したため，校区の広さや調査地点にみあう授業

時間を想定する必要がある． 

実験結果（校区の空気を測る）を評価する際には，

色の変化だけでは，実感しにくく，定量的に評価で

きるようにする必要があるとわかった． 

ｂ）教材 

「家庭」と「交通」などの身近な問題に目を向け

させるためのテキストが必要であることがわかった． 

子どもたちが実践する内容に伴う CO2 削減量を

定量化のための資料を準備する必要があることがわ

かった． 

１枚のワークシートに子どもたち個人の感想を書

くことができるワークシートを作成する必要がある

ことがわかった． 

 

５．今後の課題 

本年度までの取り組みの結果，開発した｢交通・

環境学習プログラム｣は，小学校高学年の学習に活

用できそうであるが，次のような点に留意する必要

があることがわかった． 

学習課程の導入に際しては，関連する教科学習と

の整合性確保，総合的な学習の時間におけるねらい

と計画的実施の調整など，学校における教科学習の

全体計画や年間計画の中で位置づける必要がある．  

「総合的な学習の時間」への導入に際しては，目

標やねらいを明確にした上で子どもたちとのコミュ

ニケーションを通してプログラムを進める工夫をす

るなどの配慮が必要である． 

説明会の開催やプログラム通信の発行など，充分

なコミュニケーションを図る工夫が必要である． 

 また，今後の取り組みとして，次のような検討が

必要であると考えられる． 

a)教科学習(理科，社会科など)における取組み 

小学校高学年での活用を念頭に，理科もしくは社

会科などの教科学習での取り組みや，いくつかの

テーマに基づいた総合的が学習への導入などの多様

な取り組みを行い，活用していくための実施に係る

ノウハウなどの蓄積を行う必要がある（図３）． 

b)学習教材の拡充 

既に提供されている｢出前講座｣や「見学会」など

を含めて，学習現場から要請される子どもたちが興

味を持って取り組める教材の拡充を行う．また，小

学校高学年の各学年における教科学習の目標を勘案

し，学年に応じた学習課程や教材を検討する必要が

ある． 

いろんな教科の学習過程

総合的な学習の時間
理科 社会科

学習や体験を通して興味や関心を高める

課題を見つけ対応方法を考える

校区内の空気を調べよう

私たちのまちはどのように変わってきたのだろ

地球温暖化を知っていますか

課題発見
フェーズ
(3～6校時)

実践結果を整理して評価し，表現する

自分ができることを考えて実践する

ふだんの交通を工夫しよう

電車・バスを使ってみよう

家庭の電気・ガスの使い方を工夫しよう

かしこいクルマの使い方実践
フェーズ
(3～6校時)

 

図３ 学習課程の構成 
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